



＜プログラム＞
	
	時　　間
	テ　ー　マ
	講　　師　（敬称略）

	８

月

25
日(土)
	13:30～13:35
	開講の挨拶
	関東学院大学人間環境学部人間発達学科教授

土谷　みち子



	
	13:35～15:15
	これからの保育・子育て支援
－子どもと親の育ちを支えたい
	（前　　　　掲）
土谷　みち子



	
	15:30～17:00
	子ども家庭支援センターから見た保育者の役割
	新宿区立榎町子ども家庭支援ｾﾝﾀｰ相談担当
佐藤　初美


	８

月

26
日(日)

	9:15～11:15
	対話の時代の保育・子育て
－子ども子育て新システムを受けて
	山梨大学大学院教育学研究科教授
加藤　繁美

	
	11:30～12:30
	子どもの自己肯定感を育（はぐく）む保育を
－失敗を恐れないで自分で考え決定できる子どもたち
	南町保育会 さくら中央保育園（大田区）園長
高橋　三鈴

	
	12:30～13:30
	( 昼　　食　　休　　憩 )


	
	13:30～14:30
	今、保育者に伝えておきたいこと

－心理臨床の立場から
	日本女子大学人間社会学部心理学科教授

飯長  喜一郎

	
	14:45～15:45
	受講者の皆様と講師の対話
	出 席 講 師

	
	15:45～15:50
	閉講の挨拶
	（前　　　　掲）
飯長  喜一郎



　　　　　　　　　　　　　　    ＊都合により講義テーマや時間配分が変更となる場合があります。予めご了承願います。









幼稚園・保育所の一体化を進める新システムが動き出そうとしています。これからの保育・子育て支援には、どのような内容や方法が求められるのでしょうか。現場からは、保育の質の低下を心配する声もありますが、保護者の労働条件を緩やかにするほうが先ではないか、またシステムが変わっても保育内容は変えないことが大切ではないか等々、さまざまな意見が聞かれます。しかし、現代の子どもの育ちや保護者の育児ストレスを心配する声はますます響いています。今回の講座では、改めて保育と子育て支援の基本をしっかり見つめて、皆様とこれまでとこれからの保育について、議論したいと思います。


（企画講師：土谷みち子、飯長喜一郎）








講座№１２３０３





子ども・専門講座 ３








期　　日 : 201２年 ８月２５日（土）・2６日（日）


受講対象：保育士、幼稚園教諭、臨床心理士、臨床発達心理士、保育幼児教育・臨床心理学・社会福祉学等専攻の学生・大学院生、および子育て支援に関係する方や関心のある方


定　　員：９0名（定員になり次第締切りますのでホームページなどでご確認ください）


受 講 料：12,000円（税込み）　＊宿泊、昼食は各自お手配願います


会　　場：明治安田こころの健康財団　講義室　


〒171-0033豊島区高田3-19-10　　電話03－3986－7021


（ＪＲ山手線、東京メトロ東西線、西武新宿線｢高田馬場駅｣より徒歩約7分）











子ども・子育て新システムをうけて：


これからの保育・子育て支援











